










『連句協会』顧問・名誉会員・評議員及び役員名簿(1992．現在）

(顧問）阿波野青畝･宇田零雨･暉峻康隆。國島十雨

東明雅理事長土屋実郎

(名誉会員）橋間石・草間時彦・岡本春人。常任理事赤田聴雨・秋元正江・磯直道・

永田黙泉上田溪水・川野蓼艸・小林しげと。

(評議員）今泉忘機･宇和川匠助･江森峰雲．鈴木春山洞・近松寿子・中尾青宵・

片山多迦夫･加藤耕子･加藤三七子・名古則子・福井隆秀・宮下太郎・森

見学玄・小松崎爽青・重松冬楊．三郎

品川鈴子・関川竹四・牧野巌・松理事天野正三･伊藤藪彦･井門可奈女・

永静雨・真鍋天魚・水野隆・宮坂唐渡北勢子・窪田薫・式田和子・

静生柴崎正寿郎・寺岡情雨・松村武雄・

(役員）八木荘一・山地春眠子・柚木治郎・

会長阿片瓢郎渡部伸居

副会長今泉宇涯・宇咲冬男・大林杣平。監事城戸崎丹花・小林梁

こ
の
記
念
事
業
の
担
当
を
仰
せ
つ
か
っ
た
と
き
、
用
意
し
た
ノ
ー
ト
の
表
紙
に
私
は
「
昭
和
連
句
集
」

記
録
と
記
し
ま
し
た
。
第
一
頁
の
第
一
行
の
日
付
は
一
九
八
九
年
三
月
五
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。

序
文
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
最
初
は
、
昭
和
年
代
に
巻
か
れ
た
連
句
を
纏
め
る
意
向
の
依
頼
を
主
た

る
グ
ル
ー
プ
宛
に
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
の
よ
う
に
印
刷
や
コ
ピ
ー
の
容
易
で
な
か
っ
た
時
代
の
記
録
は

身
近
な
方
々
の
御
尽
力
に
依
っ
て
し
か
収
集
し
得
な
い
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
し
て
、
だ
か
ら
、
今
の
段
階

で
断
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
大
変
な
御
苦
労
の
末
の
昭
和
初
期
の
貴
重
な
記
録
も
届

き
ま
し
た
。
特
に
八
白
燕
Ｖ
橋
間
石
・
佐
野
千
遊
、
八
か
び
れ
Ｖ
小
松
崎
爽
胄
・
西
幾
多
、
八
都
心

連
句
会
Ｖ
名
古
則
子
の
各
氏
に
こ
こ
に
改
め
て
御
礼
と
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
〃
資
料
の
収
集
は
困
難

ゆ
え
も
つ
と
年
月
を
か
け
て
慎
重
に
す
る
必
要
が
あ
る
〃
と
の
意
見
も
強
く
、
「
昭
和
」
と
冠
し
た
連
句
集

は
断
念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
連
句
懇
話
会
発
足
後
の
作
品
を
主
と
し
て
収
録
す
る
方
針
に
決
ま

っ
た
時
、
平
成
二
年
版
の
連
句
年
鑑
に
登
録
さ
れ
、
連
句
を
発
表
さ
れ
て
い
る
全
グ
ル
ー
プ
に
自
己
グ
ル

ー
プ
の
紹
介
文
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
紙
幅
の
関
係
で
、
百
六
十
字
内
ま
た
は
一
行
四
十
宇
内
で

①
グ
ル
ー
プ
結
成
の
経
緯
②
名
称
の
由
来
③
現
況
④
方
針
の
様
に
箇
条
書
で
も
、
と
の
条
件
を
付

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
二
、
三
の
参
加
辞
退
と
、
無
回
答
の
数
グ
ル
ー
プ
を
除
い
て
続
々
と
ユ

ニ
ー
ク
な
文
章
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
御
担
当
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
が
連
句
の
素

晴
ら
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
昭
和
四
十
八
、
九
年
頃
、
連
句
の
状
況
は
見
通
す
べ
く
も
な
く
て
、
か
ろ
う
じ

て
俳
句
の
年
鑑
な
ど
で
連
句
に
も
関
わ
っ
て
い
ら
れ
る
方
々
や
俳
誌
等
を
探
っ
た
こ
と
を
思
い
感
慨
無
量

で
す
。
連
句
懇
話
会
結
成
の
苦
心
や
経
緯
な
ど
は
、
〔
十
年
史
〕
に
詳
述
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
著
名
な
俳

人
・
歌
人
等
が
国
際
文
化
交
流
の
途
次
に
連
句
を
試
み
ら
れ
た
り
、
海
外
か
ら
も
熱
い
関
心
を
寄
せ
ら
れ

て
い
る
今
、
連
句
の
よ
り
良
き
発
展
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

ぎ
っ
し
り
と
記
録
を
書
き
込
ん
で
、
数
々
の
メ
モ
類
ま
で
挟
ん
で
、
い
よ
い
よ
分
厚
く
な
っ
た
ノ
ー
ト

を
閉
じ
る
に
あ
た
り
、
「
現
句
年
鑑
」
編
集
の
体
験
等
か
ら
の
助
力
を
い
た
だ
い
た
福
井
隆
秀
氏
、
組
み
方

そ
の
他
の
無
理
を
適
え
て
下
さ
っ
た
朝
陽
会
の
澤
全
孝
氏
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

あ
と

が

き

近
松
寿
子
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平
成
四
年
五
月
二
十
五
日
印
刷

平
成
四
年
五
月
三
十
日
発
行

現
代
連
句
集

★
ご
注
文
の
方
は
東
京
九
’
九
○
○
二
四
番
（
連
句
協
会
）
宛

郵
便
振
替
で
送
金
し
て
下
さ
い
。

発
行
所

印
刷
所

加
横
浜
市
鶴
見
区
生
麦
三
ノ
ー
六
ノ
六

新
盛
油
槽
船
㈱
内
土
屋
実
郎
方

連
句
協
会

電
話
○
四
五
’
五
○
一
’
四
九
○
七

Ⅲ
東
京
都
北
区
豊
島
四
ノ
ニ
ノ
四

印
刷
局
朝
陽
会

電
話
○
三
’
三
九
一
三
’
五
五
二
六

頒
価
二
、
○
○
○
円

編
集
近
松
寿
子
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